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レ (1854 1912) は、物理過程において
偶然と必然が果たす役割について考え
をめぐらし、1892年に出版された “天






エ ドワー ド・ロー レンツは、彼の有名
な1963年の論文 “ DeterministicNonperiodic 


























多いが、それは一、全霊唸霰- 苓戸忍 ” 砂 成する下位のより小さな要素の中にあ
・プ型コンピュー タが広く利用できるよ ると仮定されるのである。
 .̀ | 9 複雑系の振る舞いを観測すると、創
および空間軸において特
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著者 ：JohnB. Rundle, Director, Colorado 
Center for Chaos & Complexity, Department 
of Physics, The University of Colorado, 
Boulder, CO 80309 コロラド大学、物理
学科、カオス ・複雑系研究コロラ ドセ
ンター ）
ランドル博士は、地震活動の研究を
複雑系科学からアプロー チしている物
理学者として知られています。
昨年の1 2月に開催した 「沈み込み
帯における地震地体構造に関する国際
ワー クショップ」に参加された際、防
災科研内の「複雑系を考える会」の懇請
で ー 場のお言舌を頂き、その際の講演の
概要をまとめていただいたものが、原
文です。ご多忙のランドル博士のご理
解に、深く感謝を申し上げる次第です。
（問い合わせ先： 特別研究官
藤縄幸雄）
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